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   ・議会＝立法権と政府＝行政権との動態的関係   ＊坂野潤治『日本憲政史』（2008 年） 








   ・立憲主義（国権濫用の制約、国民の権利・自由の保障）の受容・展開・定着 
              ＊石塚迅・中村元哉・山本真『憲政と近現代中国』（2010 年） 
 ◇議会制を支える「自由主義的要素」と「民主主義的要素」（待鳥聡史） 
   ・民意の政治への反映／権力の分立と抑制／その結節点としての議会 






   ・本書の立場➡権力分立＝議会の自由主義的要素は「西欧」的価値を越え「普遍」的意義を有す
るという立場に立つ 
  
